
vol.20

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
から家読 の

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
あ
と
は
切
手
を
、

一
枚
貼
る
だ
け
（
小
川
洋
子
著
／

堀
江
敏
幸
著
）
▽
隠
居
す
ご
ろ
く

（
西
條
奈
加
）▽
待
ち
遠
し
い（
柴

崎
友
香
）
▽
亥
子
こ
ろ
こ
ろ
（
西

條
奈
加
）
▽
千
里
の
向
こ
う
（
簑

輪
諒
）▽
炯
眼
に
候（
木
下
昌
輝
）

▽
い
け
な
い
（
道
尾
秀
介
）
▽
犯

人
に
告
ぐ
3
紅
の
影（
雫
井
脩
介
）

▽
カ
ザ
ア
ナ
（
森
絵
都
）
▽
老
父

よ
、
帰
れ
（
久
坂
部
羊
）
▽
さ
よ

な
ら
の
儀
式
（
宮
部
み
ゆ
き
）

＜

児
童
書＞

▽
お
ば
け
の
ア
ッ
チ

と
ド
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
（
既

11
巻
）（
角
野
栄
子
著
/
佐
々
木
洋

子
絵
）
▽
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
（
ル

イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
著
/
河
合
祥
一

郎
訳
）
▽
大
人
に
な
っ
て
も
わ
す

れ
た
く
な
い
世
界
の
名
作
絵
本
B

セ
ッ
ト（
全
13
巻
）（
い
も
と
よ
う

こ
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
昨
日
が
な
け
れ
ば

明
日
も
な
い（
宮
部
み
ゆ
き
）▽
希

望
の
糸
（
東
野
圭
吾
）
▽
て
ん
げ

ん
つ
う
（
畠
中
恵
）
▽
氷
獄
（
海

堂
尊
）▽
い
け
な
い（
道
尾
秀
介
）

＜

児
童
書＞

▽
天
気
の
子
（
新
海

誠
）▽
こ
ろ
べ
ば
い
い
の
に（
ヨ
シ

タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）
▽
生
き
物　
つ

か
ま
え
た
ら　
ど
う
す
る
？
（
秋

山
幸
也
）
▽
パ
ン
ダ
で
お
ぼ
え
る　

四
字
熟
語
（
福
田
豊
文
他
）
▽
パ

ン
ダ
で
お
ぼ
え
る　
英
会
話
（
福

田
豊
文
他
）
▽
パ
ン
ダ
で
お
ぼ
え

る　
こ
と
わ
ざ
慣
用
句
（
福
田
豊

文
他
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　
般＞

▷
平
場
の
月
（
朝
倉

か
す
み
）
▽
女
は
い
つ
も
四
十
雀

（
林
真
理
子
）▽
M　
愛
す
べ
き
人

が
い
て
（
小
松
成
美
）

＜

児
童
書＞

）
▽
し
ろ
く
ま

の
パ
ン
ツ
（
t
u
p
e
r
a

t
u
p
e
r
a

もりのとしょかん
ふくざわゆみこ

本好きのふくろうさんの家には
すてきな本がいっぱい。ある日小
さなお客さんがやってきたことか
ら、本を借りようと動物たちが集
まるように…。ふくろうさんの家
が動物たちの憩いの場所になって、
としょかんへと変わっていきます。

（あぶた読書の家所蔵）

今月の
１冊

絵本の玉手箱　11 月のおはなし会
■ 日　 時 ① 11 月 15 日（金）14 時～ 15 時
30 分② 11 月 18 日（月）、12 月９日（月）10 時～
11 時 30 分、11 月 21 日（木）14 時～ 15 時 30 分
■場　所　①あぶた読書の家②あぶた母と子
の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 11 月 18 日（月）14 時 40 分～ 15
時 10 分
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
リポーター
西山雄治さん

私
　
　

は
虻
田
神
社
よ
り
ア
ク

　
　

セ
ス
で
き
る「
龍
山
道
」

を
登
り
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。「
龍
山
道
」は
平
成
27
年
末

に
洞
爺
湖
町
商
工
会
で「
駒
个

岳
が
眺
め
ら
れ
る
景
観
に
優
れ

た
場
所
ま
で
山
道
を
築
造
し
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
広
め
る
べ

き
」
と
の
企
画
か
ら
実
現
し
ま

し
た
。

　
毎
年
洞
爺
湖
町
商
工
会
・
龍

山
道
の
会
で
は
、
山
道
の
補
修

や
花
壇
の
花
植
え
、苗
木
植
栽
、

草
刈
り
な
ど
山
道
整
備
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
道
の
道
幅
は
大
人
が
横
に

３
人
並
べ
る
の
で
窮
屈
な
感
じ

は
な
く
歩
け
ま
す
。
道
も
平
ら

な
の
で
一
般
的
な
運
動
靴
で
十

分
登
る
こ
と
が
で
き
、
途
中
休

憩
で
き
る
ベ
ン
チ
が
用
意
さ
れ

て
い
て
、
そ
こ
か
ら
噴
火
湾
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
道
の
険
し
さ
で
す
が
、
道
は

山
麓
か
ら
直
線
的
に
伸
び
て
い

る
の
で
は
な
く
、
ジ
グ
ザ
グ
に

伸
び
て
い
て
、
勾
配
も
非
常
に

小
さ
い
の
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
山
麓
か
ら
山
頂
ま
で
大
人
の

足
で
約
15
分
～
20
分
く
ら
い
で

す
。
天
気
が
良
い
日
の
景
色
は

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
圧
巻
で

す
。
何
度
見
て
も
飽
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
膝
へ
の
負
担

も
少
な
い
の
で
、
運
動
不
足
を

感
じ
て
い
る
人
に
も
お
す
す
め

で
す
。
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「龍山道」の頂上から見える景色


